
各社各社各社各社のののの考考考考ええええ方方方方

�算定算定算定算定をををを行行行行うううう背景背景背景背景・・・・

目的目的目的目的

� 2008年からScope3の算定を始め、2012年はCDPを通じて163のベンダーにデータの提供を要求し

ており、これらは出資額の45%を占めている。

� 多くのサプライヤーに対してデータ提供を要求することで、自社の環境パフォーマンスの中で、ど

のベンダーがどの程度のインパクトを持つのかを評価することができる。

� サプライチェーン排出量を算定する上では、ダブルカウント、トリプルカウントが生じることに全く問

題はなく、自社全体として気候変動に与える影響を理解することが重要である。

�算定方法算定方法算定方法算定方法 � 輸送や製品調達などのカテゴリは、サプライ

ヤーからデータを収集して算定を行っており、

金額ベースで80%をカバーしている。

� 特に取引の多い163のサプライヤーについて

はCDPへの回答を呼びかけており、この内144

社がCDP2012へ回答している。

�社内社内社内社内のののの

算定体制算定体制算定体制算定体制

� 本社のCSR/global environmental groupにおい

て全社の算定を行っており、コンサルティング

会社への外注も行っている。

�算定結果算定結果算定結果算定結果のののの

活用方法活用方法活用方法活用方法

� CSR Report等で公表を行っているが、第三者

検証を受けたデータの信頼性の高いカテゴリ

のみである。他のカテゴリについては現在そ

の精度の向上に努めている。

�算定算定算定算定ののののメリットメリットメリットメリット � サプライチェーンにおける各段階の排出量の

大きさを認識し、どのような削減行動をとるべ

きかの判断を行うことができる。

� リーダーシップをとって社会的な問題に取組

む姿勢を示すことが重要であると考えている。
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�サプライチェーンサプライチェーンサプライチェーンサプライチェーン排排排排

出量出量出量出量のののの削減削減削減削減にににに向向向向けけけけ

てててて

� 在宅勤務の推奨、従業員のハイブリッドカーの購入に対する補助金制度など自社のサプライ

チェーン排出量の削減に向けた取組みの他、2007年には金融機関として200億ドルを気候変動

への対策や低炭を社会の構築に対して投資することを決めた。

� この取組は2012年に達成済みであり、2013年1月以降の10年間で500億ドルの投資を行う目標

を設定した。

� この取り組みの中で、企業評価において

サプライチェーン排出量を用いるというこ

とは現時点では行っていないが、将来的

にはそのような指標の活用も考えられる。

�サプライチェーンサプライチェーンサプライチェーンサプライチェーン排排排排

出量出量出量出量算定算定算定算定のののの課題課題課題課題

� サプライチェーン排出量を算定するため

の信頼性の高い原単位等が整備される

ことが重要である。

� 信頼性の高いデータが活用可能になれ

ば、Scope3の算定結果をより広く公開し

ていく予定である。

� 多くのサプライヤーに対してCDPのサプ

ライチェーンプログラムを活用している。

�これからこれからこれからこれからサプライサプライサプライサプライ

チェーンチェーンチェーンチェーン排出量排出量排出量排出量をををを算算算算

定定定定するするするする方方方方へへへへ

� まずはどのカテゴリが重要かという優先

順位付けを行い、できる限り簡便な方法

で算定を始めてみることが必要である。

その上でそのカテゴリの排出量の大きさ

やサプライヤーのインパクトの大きさを

理解することができるようになる。
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